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計 画 名峰山霊園用地購入事業
　年度～　

（５）個別計画の概要

（４）総合計画･実施計画における概要   

峰山霊園用地購入事業

都市公園法、都市計画法、墓地、埋葬等に関する法律

年度

611,318人

平成13年度（評価対象年度）平成12年度

21
1人・5時間

実   績 目   標

〔様式　１〕

042（769）8243

事 務 事 業 評 価 表

平成１４年度

特　定　財　源

決算（予算）額

合　　計

人員・時間数
人　件　費

その他経費

事
　
業
　
費

指　標　① 999999

５ 目標と実績

指標設定
の意図

目   標
平成11年度

２ 実施根拠及び関連法令等

（２）対象（誰、何）
３ 事業概要
（１）事業の目的

基本施策名
施  策  名

第
第

面積：267㎡（原野）

平成7年度に相模原市土地開発公社が先行取得した用
地（267㎡）の買戻しを行った。
平成13年度末現在買収済み面積：148,440.01㎡

市営峰山霊園は、市民の墓地需要に対応し、良質の墓地を提供するとともに、みどり
とのふれあいや憩いの場ともなる公園墓地として整備しているもので、本事業はその
用地を取得することを目的とする。

相模原市民

対象
数

（３）平成13年度事業の内容

計画年次 年度

峰山霊園の整備（計画決定面積16.0ha、計画墓所区画
数6,500区画）
平成13年度末（第5期）現在　4,799区画

峰山霊園
都市計画決定面積：16.0ha
用地買収必要面積：149,374.01㎡
平成12年度末買収済み面積：148,173.01㎡（99.2％）

指標式

用地取得率

指標名

用地取得済み面積／取得必要面積
（149,374.01㎡）×100

46,5460 0

0 0 46,567

21

46,546

210

21046,567

1人・5時間 1人・50時間

事業開始年度
１ 総合計画における位置づけ

22410

政  策  名

事務事業名 事業コード

水やみどりの保全と創造に努めます

指　標　②
指　標　③

実   績

４　評価指標

10099
実   績

〔金額単位：千円〕

平成14年度

霊園整備に向けての用地取得状
況を表す。

魅力ある公園づくり
みどりの核となる公園の整備

担当部課名

主要事業計画対象の有無

公園 計画課 係

～63

環境保全部

無
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1
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あ　る

な　い

あ　る

な　い

2

説明：

説明：

Ｃ：満足できない

公園的な墓地の整備に供するため。

新しい墓地計画を策定中

成果向上の余地

理由：
相模原市土地開発公社の先行取得した用地を全て買い戻したため。

Ａ：達成している　　　(α≧100%)

Ｂ：一部達成していない(100%>α≧80%)

Ｃ：達成していない   （80%>α)

   α＝①、②、③の平均値  ＝

×100=

評 価

（３）経済性・効率性･･･費用対効果は妥当か

Ｃ：適応していない

Ｃ：代替の可能性高い

（５）市民満足度・・・対象市民の満足は得られているか

墓所一区画あたりの整備面積が民営墓地に比べて広く、土地の有効利用の面で
課題があるため。

理由：

理由：

理由：

理由：

評 価 Ａ：適応している
Ｂ：一部適応していない

評 価

Ｃ：妥当でない

Ａ：妥当である
Ｂ：一部妥当でない

Ａ：満足できる

Ａ：有効である

Ｂ：一部満足できない

理由：
Ｂ：一部有効である

Ｃ：有効でない

  

評 価

今後の進め方

継　    続

★ ★ ★ ★ ☆

７ 総合評価

他自治
体の類
似事業
との比
較

　県内においては、他に8自治体が公営墓地を設置しているが、その規模は人口
には比例せず、まちまちである。
　現在、芝生墓地等の平面墓地を公募しているのは川崎市のみで、納骨堂等の
合葬・集合型墓所の整備・公募に移行しつつある。

評 価

（６）有効性･･･当該事業は上位の施策を実現する上で有効か

墓地の供給面では、公募時における倍率が高く、市民の需要を満たしきれていな
い。

評 価

Ａ：代替の可能性ない

Ｂ：代替の可能性低い

 

６　個別評価

（２）必要性･･･時代変化に適応した事業内容か

（１）達成度･･･目標をどれだけ達成したか

評 価

①  a
b

 100.0%
 

 
②  c
 d

6

民営の霊園はあるが、本来的に墓地は公共団体が行うものとされているため。ま
た、県が霊園を設置する計画はない。

×100= ×100=

（４）事業の代替性・・・県、民間との役割分担のあり方から見て、市が実施していくことが適当か

市民の墓地需要が高いため。

コスト改善余地

廃     止

完     了

８二次評価における変更点

説明

残りの用地（934㎡）を取得し、当該事業の完了を目指す。

用地取得については、適正な用地評価
を基に用地取得事務を行っているた
め。

見　直　し

≪評価バランスチャート≫ 達成度

必要性

経済性・効率性

事業の代替性

市民満足度

有効性

A

B

C

A

B

C

AA

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ


